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新庁舎完成見学会
について

　

１
月
20
日
㈮
に
消
防
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
消
防
委
員
会
で
は
本

年
度
の
活
動
に
つ
い
て
の
報
告
と
、

来
年
度
の
活
動
予
定
、
名
誉
団
員
の

推
挙
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

消
防
団
か
ら
は
、
現
在
各
部
へ
配

ク
ト
」
を
１
月
24
日
㈫
に
行
い
ま
し

た
。

　

新
庄
村
か
ら
合
格
祈
願
の
お
札
と

ヒ
メ
ノ
モ
チ
の
力
餅
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
小
倉
村
長
よ
り
「
体
調
管
理

に
気
を
つ
け
て
、
ヒ
メ
ノ
モ
チ
を
食

べ
て
粘
り
強
く
最
後
ま
で
頑
張
っ
て

ほ
し
い
」
と
い
っ
た
激
励
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

１
・
２
年
生
か
ら
は
手
作
り
の
ミ

サ
ン
ガ
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
と
寄
せ
書
き

を
贈
り
ま
し
た
。
寄
せ
書
き
は
１
・

２
年
生
が
心
を
込
め
て
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
書
き
ま
し
た
。

備
し
て
い
る
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
の
更

新
要
望
が
出
さ
れ
、
承
認
を
受
け
ま

し
た
。 

（
総
務
企
画
課
・
柴
田
）

　

高
校
受
験
を
控
え
た
３
年
生
を
応

援
す
る
会
「
３
年
生
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

　

受
験
生
全
員
、
多
く
の
方
の
応
援

を
力
に
し
て
、
進
路
決
定
に
向
け
て

頑
張
り
ま
す
。

 

（
新
庄
中
学
校
・
小
川
）

　

１
月
８
日
㈰
、
真
庭
市
や
ま
び
こ

サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
第
46

回
冬
季
真
庭
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
開
催

さ
れ
、
新
庄
村
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
員
「
新
庄

Ｆ
Ｃ
」
の
２
年
生
以
上
12
名
が
、
中

「
３
年
生
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

消
防
委
員
会
開
催 　村民の皆様に対する行政サービス並びに防災・災害

対応の拠点となる新庁舎の完成見学会を開催しますの
で、是非ご参加ください。

日　時
　 ▼３月４日㈯、５日㈰

　 ▼午前10時～午後４時まで
その他
　両日とも、総合監修を行った佐川旭氏によ
る建設説明会を開催します。

　 ▼１回目：午前11時

　 ▼２回目：午後２時
 （総務企画課・山田）

第
46
回

冬
季
真
庭
サ
ッ
カ
ー
大
会
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１
月
23
日
㈪
、
晴
れ
の
国
岡
山
農

業
協
同
組
合
真
庭
統
括
本
部
の
岡
田

茂
樹
常
務
理
事
よ
り
小
倉
村
長
へ
、

交
通
安
全
機
器
の
目
録
贈
呈
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
機
器
は
晴
れ
の
国
岡
山

農
業
協
同
組
合
と
全
国
共
済
農
業
協

同
組
合
連
合
会
岡
山
県
本
部
よ
り
、

交
通
事
故
の
な
い
安
全
・
安
心
な
地

域
づ
く
り
に
向
け
た
活
動
の
一
環
と

し
て
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
次
の
と

の
夏
季
大
会
よ
り
最
後
ま
で
諦
め
ず

に
ボ
ー
ル
を
追
い
、
声
を
出
し
合
い
、

自
信
を
も
っ
た
プ
レ
ー
が
で
き
、
子

ど
も
た
ち
の
成
長
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

６
年
生
は
こ
の
大
会
が
最
後
の
試

合
に
な
り
、
日
々
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
で
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ

の
経
験
を
生
か
し
、
中
学
生
に
な
っ

て
も
粘
り
強
い
子
ど
も
た
ち
で
い
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
様
に
は
、

早
朝
よ
り
送
迎
や
熱
い
応

援
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
指
導
者
の
皆
様

に
は
、
会
場
準
備
か
ら
審

判
な
ど
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

　

新
庄
村
ジ
ュ
ニ
ア
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、
新

規
ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
、
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
事
務
局（
多
久
間
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 （
教
育
委
員
会
・
多
久
間
）

学
年
の
部
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
向
け
、
毎
週
土
曜
日
と

毎
週
火
曜
日
の
ナ
イ
タ
ー
に
て
コ
ー

チ
と
共
に
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。　

　

１
試
合
目
の
久
世
チ
ー
ム
、
２
試

合
目
の
勝
山
チ
ー
ム
、
３
試
合
目
の

美
川
チ
ー
ム
と
の
対
戦
は
３
試
合
と

も
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
勝
山
、

美
川
チ
ー
ム
と
の
各
試
合
で
１
点
を

決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
前
回

交
通
安
全
機
器
の
贈
呈
式

お
り
で
す
。

○
交
通
安
全
雨
傘
６
本

○
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
６
枚

○
交
通
安
全
夜
光
た
す
き
10
本

○
横
断
旗
10
本

○
横
断
旗
入
缶
２
個

○
ス
ポ
ー
ク
リ
フ
レ
ク
タ
ー
６
組

○
反
射
材
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
６
個

　

寄
贈
品
は
村
民
の
交
通
安
全
の
た

め
、
活
用
し
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
総
務
企
画
課
・
髙
橋
）
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新
庄
村
で
は
、
防
犯
機
能
が
付
い
た
電
話

機
等
の
購
入
・
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

対
象
者

　

次
の
①
〜
③
を
全
て
満
た
す
場
合
に
対
象

と
な
り
ま
す
。

①
新
庄
村
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
居
住

し
て
い
る
方

②
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
ま
た
は
、
高
齢
者

を
含
む
世
帯
の
方

③
同
じ
世
帯
に
、
住
民
税
を
滞
納
し
て
い
る

方
が
い
な
い

※
高
齢
者
…
機
器
を
購
入
す
る
日
に
お
い
て
、

満
65
歳
以
上
で
あ
る
方

対
象
機
器

　

対
象
者
の
住
宅
に
設
置
し
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
電
話
機
、
ま
た
は
、
電
話
機

に
接
続
す
る
機
器

①
事
前
登
録
の
な
い
電
話
番
号
か
ら
の
着
信

に
、
注
意
を
促
す
も
の

②
通
話
内
容
を
録
音
す
る
旨
の
音
声
が
流
れ
、

か
つ
自
動
的
に
会
話
を
録
音
す
る
も
の

③
被
害
の
可
能
性
が
あ
る
着
信
を
自
動
的
に

切
る
も
の

補
助
金
額

　

消
費
税
を
含
む
購
入
・
設
置
費
用
に
２
分

の
１
を
乗
じ
た
額
（
上
限
は
１
万
円
、
百
円

未
満
は
切
り
捨
て
）

※
補
助
金
の
交
付
は
、
一
世
帯
に
つ
き
１
回

限
り
で
す
。

申
請
方
法

●
申
請
す
る
場
所

　

新
庄
村
役
場
住
民
福
祉
課

●
提
出
す
る
も
の

　

・
補
助
金
交
付
申
請
書

　

・
保
証
書
の
写
し

　

・
領
収
証
の
写
し
（
購
入
機
器
の
品
名
か

型
番
が
記
載
さ
れ
た
も
の
）

●
用
意
す
る
も
の

　

・
認
め
印

　

近
年
、「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
を
は
じ
め
と

す
る
、
特
殊
詐
欺
の
被
害
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
防
犯
機
能
の
付
い
た
電
話
機
を
使
っ
て
、

悪
質
な
電
話
に
よ
る
詐
欺
被
害
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

　

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
住
民

福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

（
住
民
福
祉
課
・
小
畑
）

防
犯
機
能
付
き
電
話
の
購
入
費
用
補
助
の
ご
案
内
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令和5年度　新庄村行事計画
行　　事　　名 令和５年度 備　考

ベッキオバンビーノ2023 ４月１日 ㈯ しだれ桜通り

がいせん桜まつり2023 開花期間中 がいせん桜通り

クリーン作戦 ４月16日 ㈰ 新庄村内

毛無山山まつり ５月28日 ㈰ 毛無山三合目ほか

スポーツチャレンジデー ５月31日 ㈬ 新庄村内

健康まつり ６月13日 ㈫ ふれあいセンター

クリーン作戦 ８月６日 ㈰ 新庄村内

盆踊り大会 ８月14日 ㈪ がいせん桜通り

合同運動会 ９月10日 ㈰ 新庄小中学校グランド

長寿のつどい 10月15日 ㈰ ふれあいセンター

ふるさと文化祭 11月12日 ㈰ 新庄村公民館

防火デー 11月５日 ㈰ 新庄村内

新春ジョギング大会 １月２日 ㈫ 新庄村公民館

二十歳のつどい １月２日 ㈫ 新庄村公民館

※村制施行150周年記念行事については、現在日程調整中です。
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す
の
で
、
岡
山
県
津
山
家
畜
保
健
衛

生
所
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

１ 

報
告
対
象
と
な
る
家
畜

　
（
牛
・
馬
・
鹿
・
め
ん
羊
・
山
羊
・
豚
・

い
の
し
し
・
鳥
（
ち
ゃ
ぼ
、
烏
骨

鶏
等
を
含
む
）･

あ
ひ
る
・
う
ず
ら
・

き
じ
・
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
・
七
面
鳥
・

だ
ち
ょ
う
・
ア
イ
ガ
モ
（
ア
イ
ガ

モ
農
法
に
供
す
る
場
合
も
含
む
）

２ 

報
告
内
容

　

家
畜
の
種
類
・
頭
羽
数

　
（
令
和
５
年
２
月
１
日
時
点
）

３ 

報
告
書
の
提
出
期
限

　

令
和
５
年
３
月
末
日

４ 

お
問
合
せ
先

　

岡
山
県
津
山
家
畜
保
健
衛
生
所

　

☎
０
８
６
７（
29
）０
０
４
０

　

平
日
８
：
30
〜
17
：
15

 

（
産
業
建
設
課
・
寺
下
）

　

眼
科
や
耳
鼻
咽
喉
科
へ
の
受
診
機

会
の
な
い
村
民
の
方
を
対
象
に
検
診

を
行
い
ま
す
。

　
「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
つ

や
ま
」
で
は
、
地
域
の
皆
様
の
生
活

支
援
を
目
的
と
し
て
、
悩
み
ご
と
相

談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
（
電
話
で
も
対
応
し
て
い
ま
す
。）

●
相
談
内
容

　

労
働
、
福
祉
、
債
務
、
法
律
、
生

活
相
談
な
ど

　

※
な
お
、
裁
判
や
実
務
依
頼
な
ど

の
場
合
は
、
費
用
が
必
要
で
す
。

●
相
談
日

　

月
・
水
・
金
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
（
祝
日
は
除
く
）

●
場
所

　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
つ
や

ま
（
津
山
市
山
下
92-

１　

津
山

圏
域
雇
用
労
働
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
０
８
６
８（
35
）２
４
３
３

　

２
月
27
日
㈪
、
午
後
１
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
、
役
場
創
生
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室
に
お
い
て
、
弁
護
士
無

料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

法
律
問
題
全
般
に
つ
い
て
ご
相
談

し
た
い
方
は
、
総
務
企
画
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

 

（
総
務
企
画
課
・
山
田
）

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
で
は
、
口
蹄

疫
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
防

止
等
を
目
的
と
し
て
、
対
象
と
な
る

動
物
を
飼
養
さ
れ
て
い
る
方
に
県
知

事
へ
の
報
告
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
動
物
を
飼
養
さ
れ
て
い

る
方
は
、
報
告
用
紙
を
お
送
り
し
ま

〈
対
象
〉

　

成
人
の
う
ち
眼
科
又
は
耳
鼻
咽
喉

科
の
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
。
各

検
診
と
も
に
20
名
以
内
と
な
り
ま

す
。
眼
科
と
耳
鼻
咽
喉
科
の
両
方

を
受
診
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

〈
日
時
〉

　

令
和
５
年
３
月
２
日
㈭

　

午
前
11
時
〜
12
時

〈
場
所
〉

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

〈
自
己
負
担
〉

　

無
料

〈
持
参
物
〉

　

眼
鏡
・
補
聴
器
（
使
用
さ
れ
て
い

る
方
の
み
）

　

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。
２
月
28
日
ま

で
に
住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

☎
０
８
６
７（
56
）２
６
４
６

 

（
住
民
福
祉
課
・
谷
川
）

悩
み
ご
と
無
料
相
談

弁
護
士
無
料
相
談
会

に
つ
い
て

愛
玩
動
物
を
飼
養
さ
れ
て

い
る
皆
様
へ

眼
科
・
耳
鼻
科
検
診
の

お
知
ら
せ

お

せ

知

ら
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３
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

日
時

　

▼
３
月
９
日
㈭

 
　
﹇
10
時
〜
12
時
／
13
時
〜
16
時
﹈

　

▼
３
月
23
日
㈭

 
　
﹇
10
時
〜
12
時
／
13
時
〜
16
時
﹈

場
所

　

真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

予
約
先

　

津
山
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

☎
０
８
６
８

-

３
１

-

２
３
６
０

＊
自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま
し
た

ら
①
番
を
押
し
、
次
に
②
番
を
押

し
て
く
だ
さ
い
。

※
相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、
前

日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、
本

人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保
険

証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
状
況
に
よ
り
、
中
止
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課
・
小
畑
）

年
金
相
談●借りたままで、返し忘れている

本はありませんか？
　新庄村公民館図書室では、村民の皆様に
たくさんの本を読んでいただけるよう、蔵
書の整理や岡山県立図書館長期一括貸出な
どを行っております。　
　ご自宅に、公民館の本や子どもさんが学
校から借りてきた図書など、返却期限を過
ぎてしまった本はありませんか？もし、返
却予定日を過ぎている本がありましたら、
公民館や学校へお返しください。貸出期間
を延長することもできますので、公民館職
員にご相談ください。
　利用者の皆様に気持ちよく利用いただけ
ますよう、ご理解、ご協力をお願いします。

●絵本の読み聞かせ会　
　３月の風の子文庫さんによる、絵本の読
みきかせ会の日程をお知らせします。

【開催日時】

　３月１日㈬ 15時～16時
　３月８日㈬ 15時～16時
　３月15日㈬ 15時～16時

【開催場所】

　新庄村公民館　児童図書室　
　天候や行事等でお休みになる場合があり
ますので、ご不明な場合は、お気軽にお問
い合わせください。

(公民館図書室・多久間)

公民館図書室だより
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今
月
の
俳
句
（
新
庄
村
俳
句
教
室
よ
り
）

●

駆
け
る
子
の
足
音
軽
く
日
脚
伸
ぶ 

金
盛
　
啓
子

●

お
食
い
初
め
泣
い
て
笑
う
て
福
寿
草 

三
鴨
　
浩
子

●

駅
前
の
川
に
憩
い
し
鴨
の
群
れ 

田
中
　
艸
林

●

お
飾
を
お
ろ
し
て
熱
き
番
茶
か 

大
月
　
幸
子

 

（
ご
一
緒
に
俳
句
を
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
）

12月期の交通事故発生状況

区　分 村内 真庭市内
12月期 本年の累計 12月期 本年の累計

事
故

件数 0 1件 4 58件
死者 0 0人 2 5人
重傷 0 0人 0 5人
軽傷 0 1人 3 61人

 （総務企画課・髙橋） 　

戸
籍
の
動
き

 

令
和
5
年
1
月
受
付
分

2
月
の
納
税

　
■
固
定
資
産
税  （
４
期
）

　
■
国
保
税　
　

  （
９
期
）

 

納
期
限
▼
2
月
28
日
㈫

今
月
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

お
元
気
で
す
か
？

　
こ
ん
に
ち
は
。
２
月
に
な
り
ま

し
た
が
、
み
な
さ
ん
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

突
然
で
す
が
、
み
な
さ
ん
食
事

に
ど
の
く
ら
い
の
時
間
を
か
け
て

い
ま
す
か
？

　

今
回
は
、
よ
く
噛
む
こ
と
で
得

ら
れ
る
効
果
に
つ
い
て
お
話
し
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

①
消
化
吸
収
を
助
け
肥
満
を
防
止

　
　

ゆ
っ
く
り
よ
く
噛
む
こ
と
で
、

肥
満
だ
け
で
な
く
糖
尿
病
の
リ

ス
ク
も
減
少
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

②
味
覚
の
発
達

　
　

食
べ
物
の
形
や
固
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
、
味
が
よ
く
わ

か
る
よ
う
に
な
り
味
覚
が
発
達

し
ま
す
。

③
脳
の
発
達

　
　

よ
く
噛
む
こ
と
で
脳
に
流
れ

る
血
液
が
増
加
し
ま
す
。

④
歯
の
病
気
予
防

⑤
あ
ご
の
発
達

⑥
が
ん
予
防

　
　

唾
液
に
含
ま
れ
る
ペ
ル
オ
キ

シ
ダ
ー
ゼ
と
い
う
酵
素
が
、
食

品
の
発
が
ん
性
を
抑
え
ま
す
。

　
　

よ
く
噛
む
こ
と
で
健
康
に
繋

が
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

　

一
口
で
30
回
ほ
ど
噛
む
こ
と
が

推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
く
噛
む

コ
ツ
は
、
一
口
の
量
を
少
な
く
す

る
、
飲
み
込
ん
で
か
ら
次
の
食
べ

物
を
入
れ
る
こ
と
で
す
。
一
口
食

べ
た
ら
箸
を
お
く
こ
と
も
効
果
が

あ
り
ま
す
。

　

調
理
方
法
の
工
夫
で
は
、
野
菜

な
ど
は
加
熱
し
す
ぎ
ず
歯
ご
た
え

が
残
る
よ
う
に
調
理
す
る
こ
と
、

薄
味
に
す
る
こ
と
で
す
。
薄
味
に

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
食
材
本
来
の

味
を
味
わ
お
う
と
し
て
よ
く
噛
む

よ
う
に
な
り
ま
す
。
後
者
は
高
血

圧
予
防
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

よ
く
噛
ん
で
、
食
べ
物
の
食
感

や
風
味
を
楽
し
み
な
が
ら
食
事
を

し
ま
し
ょ
う
！

 

（
住
民
福
祉
課
・
藤
田
）
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2023年2月

日々の活動をお知らせします!新
庄
村

地域おこし
協力隊

初めての社外研修にて、宿泊に関することだけで

なく現地のメンバーの一員として様々な仕事に関

わりました。観光という意味合いの中で、得られ

たものは大きいと感じます。

観光（宿泊）

青
あお

野
の

 日
ひ

向
な

子
こ

協力隊任期も残り数ヶ月。協力隊の活動に加え、

本格的な独立に向けて個人事業主のお仕事も沢山

頂いており、苦手なマルチタスクに奔走する日々

です。克服頑張ります！

観光（宿泊）

沖
おき

津
つ

 美
み

邑
ゆ

雪ばかりで農作業が恋しくなってきました。今は

オンライン研修を受けたり、営農指導の講習会に

参加したりしています。去年より少しでも進歩出

来るよう頑張ります。春よ来い！

農業

関
せき

根
ね

 龍一

大寒波…。雪の影響を受けるのは人だけでなく、

使用している機械も調子が悪いようでした。体調

に気をつけながら、機械のメンテナンスも欠かさ

ずに仕事を進めようと思います！

産業（林産資源活用）

河
かわ

田
だ

 達
たつ

希
き

りゅういち

け
は
も
っ
と
長
く
て
も
活
着
し
ま
す
。

１
ｍ
 で
も
可
能
で
す
。
た
だ
し
活
着

の
確
率
は
下
が
り
ま
す
の
で
、
多
め

に
挿
し
木
し
て
お
き
ま
す
。
経
験
的

に
、
あ
ま
り
深
挿
し
し
な
い
ほ
う
が

根
が
出
や
す
い
気
が
し
ま
す
。
挿
し

木
が
グ
ラ
グ
ラ
し
て
い
る
と
、
せ
っ

か
く
出
か
け
た
根
が
傷
む
の
で
支
え

が
あ
る
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

　
挿
し
木
は
水
は
け
が
良
い
真
砂
土

を
準
備
し
、
プ
ラ
ン
タ
ー
や
鉢
に
挿

し
て
お
く
の
が
理
想
的
で
す
。
た
だ

し
、
水
切
れ
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

夏
は
特
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

下
に
水
が
た
ま
る
と
根
腐
れ
を
お
こ

す
の
で
こ
れ
に
も
注
意
。
庭
や
畑
に

地
植
え
し
て
も
良
い
で
す
よ
。

　
今
年
は
ぜ
ひ
挿
し
木
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
せ
ん
か
？

　
こ
ん
に
ち
は
、
サ
ル
ナ
シ
栽
培
研

究
会
で
す
。

　
今
季
の
大
雪
で
、
サ
ル
ナ
シ
の
棚

が
崩
れ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
を
何
軒

も
見
か
け
ま
す
。
ち
な
み
に
、
我
が

家
は
壊
れ
た
組
。
棚
を
直
す
の
も
一

つ
の
手
で
す
が
、
い
い
機
会
な
の
で

思
い
き
っ
て
サ
ル
ナ
シ
の
品
種
を
変

え
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
東

北
系
の
サ
ル
ナ
シ
は
改
良
種
で
よ
く

実
が
な
る
の
で
す
が
、
病
気
に
弱
い

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
新
庄
村
の
野
生

種
は
、
実
が
な
る
ま
で
に
５
年
以
上

か
か
る
の
と
、
実
が
た
く
さ
ん
な
ら

な
い
の
が
ネ
ッ
ク
で
す
が
、
病
気
や

霜
に
強
い
よ
う
で
す
。

　
サ
ル
ナ
シ
は
挿
し
木
で
簡
単
に
増

や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
挿
し
木
は
、

一
年
の
う
ち
何
度
か
チ
ャ
ン
ス
が
あ

り
、
樹
液
が
動
い
て
い
な
い
３
月
に

１
回
目
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
き
ま
す
。

直
径
１
㎝
く
ら
い
の
新
し
い
枝
を
使

い
ま
す
。
前
の
年
に
実
を
つ
け
た
若

枝
で
す
。
古
い
枝
と
比
べ
る
と
、
少

し
明
る
い
茶
色
な
の
で
す
ぐ
分
か
り

ま
す
。

　
穂
木
の
長
さ
は
15
〜
20
㎝
く
ら
い

が
一
般
的
で
す
が
、
３
月
の
時
期
だ

新
庄
村

農
産
物
紹
介
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むらづくり新庄村
咲
蔵
家

　
む
づ
く
り
新
庄
村
が
行
う
官

民
連
携
事
業
の
う
ち
、
今
回
は

「
伴
走
型
の
事
業
主
創
出
事
業
」

を
紹
介
し
ま
す
。

　

村
の
問
題
の
一
つ
と
し
て

「
働
く
場
の
少
な
さ
」
が
あ
り
、

解
決
策
の
一
つ
と
し
て
「
雇
用

に
縛
ら
れ
な
い
事
業
主
の
創

出
」
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の

解
決
策
に
直
結
す
る
事
業
が

「
伴
走
型
の
事
業
主
創
出
事
業
」

で
す
。

　
「
村
で
起
業
し
た
い
」
と
い

う
方
を
村
内
外
か
ら
募
集
、
伴

走
型
で
支
援
す
る
こ
と
で
起
業

型
移
住
・
定
住
の
増
加
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
か

ら
の
２
年
間
で
全
国
か
ら
16
名

の
参
加
が
あ
り
、
①
健
康
体
力

測
定
②
日
常
生
活
と
健
康
に
関

す
る
意
識
調
査
③
ｇ
７
サ
ミ
ッ

ト
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
動
画
作
成
④

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
海
外
向
け
観
光

広
報
⑤
村
内
宿
泊
施
設
の
開
業 

の
五
つ
の
事
業
が
実
現
さ
れ
ま

し
た
。

　
引
き
続
き
関
係
各
所
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
村
に
お
け
る

問
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

木
挽
家

　
新
庄
村
の
食
材
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
、
薬
膳
イ
タ

リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
「
里
山

ク
ッ
チ
ー
ナ
」
を
月
に
一
度
開

催
し
て
い
ま
す
。
新
庄
宿
須
貝

邸
店
内
で
の
お
食
事
、
お
持
ち

帰
り
用
の
デ
リ
ボ
ッ
ク
ス
を
ご

用
意
し
て
い
ま
す
。
新
庄
・
美

甘
間
は
配
達
可
能
で
す
の
で
お

気
軽
に
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

　
店
内
は
前
菜
プ
レ
ー
ト
、
選

べ
る
パ
ス
タ
、
ド
リ
ン
ク
、
デ

ザ
ー
ト
の
コ
ー
ス
で
1
5
0
0

円
、
ご
飯
と
メ
イ
ン
の
料
理
、

野
菜
の
お
か
ず
が
入
っ
た
デ
リ

ボ
ッ
ク
ス
は
1
0
0
0
円
、
デ

ザ
ー
ト
は
3
0
0
円
、
単
品
注

文
可
能
で
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ・予
約
電
話：

0
9
0-

3
3
7
6-

0
3
8
1

（
篠
原
）
次
回
開
催
予
定
は
３

月
15
日
㈬
と
な
り
ま
す
。

Ｆ
Ｓ
Ｓ

　
１
月
は
住
民
福
祉
課
の
病
児

保
育
室
に
設
置
す
る
家
具
を
製

作
し
ま
し
た
。
畳
と
杉
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
っ
て
可
愛
ら
し
い

仕
上
が
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
技
術
の
向
上
に

伴
っ
て
製
品
の
幅
が
広
が
り
、

や
っ
て
い
て
と
て
も
充
実
感
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
も

ち
ろ
ん
「
で
き
な
い
こ
と
」
も

ま
だ
ま
だ
数
多
く
あ
り
ま
す
。

一
つ
一
つ
の
製
作
案
件
を
通
し

て
さ
ら
に
良
い
製
品
を
作
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。須

貝
邸

　
も
う
雪
は
降
ら
ず
に
冬
が
終

わ
る
の
か
と
思
い
き
や
、
雪
国

の
本
領
を
感
じ
た
１
月
で
し
た
。

次
の
繁
忙
期
に
向
け
た
長
期
研

修
を
三
鴨
・
青
野
の
２
名
が
受

け
、「
恵
方
巻
」
販
売
か
ら
再

始
動
し
ま
し
た
！

　
恵
方
巻
を
召
し
上
が
っ
て
く

だ
さ
っ
た
皆
様
、
今
年
の
幸
せ

を
願
い
、
美
味
し
く
豊
か
な
福

を
感
じ
で
い
た
だ
け
た
で
し
ょ

う
か
？

　
原
稿
を
書
い
て
い
る
私
（
青

野
）
も
、
初
め
て
の
長
期
研
修

に
行
き
、
実
り
あ
る
日
々
の
中

で
、
た
く
さ
ん
の
素
敵
な
ご
縁

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
そ
れ
ら
に
目
い
っ
ぱ
い
感
謝

し
な
が
ら
、
残
る
雪
の
眩
し
さ

や
、
夜
の
濃
霧
、
春
を
運
ぶ
柔

ら
か
な
風
と
共
に
、
再
確
認
で

き
た
村
の
良
さ
を
よ
り
魅
力
的

に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

〇
３
月
15
日
㈬

　

里
山
ク
ッ
チ
ー
ナ(

須

貝
邸
で
の
月
一
回
の
ラ

ン
チ
営
業
）

む
ら
づ
く
り
新
庄
村

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
さ
く
ら
の
里

で
は
一
年
間
の
無
病
息
災
を
願
い
、

節
分
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

赤
鬼
が
登
場
す
る
と
、
豆
に
み

た
て
た
お
手
玉
を
「
鬼
は
外
」「
福

は
内
」
と
鬼
に
め
が
け
て
投
げ
、

無
事
に
鬼
退
治
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
鬼
の
ひ
ょ
う
き
ん
な

動
き
に
笑
い
の
あ
ふ
れ
る
場
面
が

た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

◆
募
金
額
内
訳
◆

戸
別
募
金

　

1
2
7
、0
0
0
円

協
力
店
募
金

　

1
2
、8
0
8
円

職
域
募
金

　

5
5
、0
0
0
円

　

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

募
金
は
地
域
の
福
祉
活
動
に
役
立

て
ら
れ
ま
す
。
あ
た
た
か
い
お
心

に
よ
り
ご
協
力
頂
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も
赤
い

羽
根
共
同
募
金
事
業
に
つ
き
ま
し

て
ご
理
解
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

昨
年
10
月
か
ら
12
月
の
期
間
に

実
施
し
た
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

多
く
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
、
募
金

総
額
は
1
9
4
、8
0
8
円
と
な

り
ま
し
た
。

理想の
福祉を目指して

社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

☎
５
６—

２
０
０
１

赤
い
羽
根
共
同
募
金

集
計
報
告

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

活
動
紹
介

　

昼
食
に
は
、
巻
き
寿
司
と
鰯
料

理
を
い
た
だ
き
、帰
る
前
に
は「
と

て
も
楽
し
か
っ
た
」「
お
寿
司
も

お
い
し
か
っ
た
」
な
ど
の
お
言
葉

を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
年
を
健
康
で
楽
し
く
過
ご
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
感
染
症
予

防
に
努
め
、
季
節
に
合
わ
せ
た
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

11



小中学
校だより

　今年度も児童生徒が楽しみにしていたスキーの学習を行うことができました。
　坂本茂樹さん、黒田眞路さん、牧野好正さん、佐々木清英さん、磯田光一さん、深井英俊さん、福井学さ
ん、坂本浩士さんをはじめ、多くの方々にお世話になりました。

　小学校は、２月３日㈮、蒜山ベアバレースキー場にて全校スキー教室を行いました。
　この日も、ボランティアの方が大勢集まってくださいました。班に分かれ、個人のレベルに合わせた充実し
た練習をすることができました。
　全校スキーの他にも、低学年・中学年・高学年で半日ずつのスキー学習を行っており、ボランティアの方に
お世話になっています。
　今年初めてスキーに取り組んだ１年生も、リフトに乗って滑る練習を頑張りました。経験のある上級生も、

自分のめあてをもって更に技術を上達させることがで
きました。
　多くの方々に支えられて、子どもたちはスキーを楽
しみ、上達の喜びを感じることができました。地域の

方への感謝の気持ち
をもつこともできた
と思います。
（新庄小学校・熊谷）

　中学校は、1月13日㈮に蒜山ベアバレースキー場でスキー実習を
行いました。
　生徒は、２班に分かれ、それぞれの班にボランティアの講師の方
が指導してくださいました。
　講師の方は、実際にお手本を見せながら、分かりやすく丁寧に
説明してくださいました。おかげで、スキー経験のある生徒も技
術を上達させることができました。
　蒜山スキー実習は雨の中でのスキーとなりましたが、生徒は上
手に滑ることができました。
　２月８日㈬は終日、大山ホワイトリゾート
でスキー実習を実施しました。
　スキー教室で身につけた技術やマナーを、
今後の中学校生活にいかしてほしいと思いま
す。　　　　　　　　（新庄中学校・小川）

中学校より

小中学校より

小学校より

スキー教室　～みんな頑張って滑りました～
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